




は じ め に
　本研究は、ナチズムにより母国ドイツからアメリカに亡命せざるを得なかったユダヤ人作曲















2．作 品 分 析
（1）　調性・和音構成による分析
初めに、これらの作品の調性・和音構成についての分析を行う。







その直前にドイツの文化界に君臨したリヒャルト・ワーグナ （ーWilhelm Richard Wagner, 1813-
1883）という怪物が残した影響力をいかに超えて新しいものを作り上げるかという使命と戦っ
ていた。これらのいわゆるポスト・ワーグナー世代には若きヴァイルの師事した 2 人の作曲家、
フンパーディンク（Engelbert Humperdinck, 1854-1921）やブゾーニ（Ferruccio Busoni, 1866-1924）も
含まれており、ヴァイルの初期作品には彼らの影響が、もっと言えば、彼らが否定しているは











 from opera 『Royal 
Palace, Op. 17』







　from opera 『Der 
Zar lässt sich 
photographieren, 
Op. 21』









from opera 『Die 
Dreigroschenoper』











from opera 『Happy 
End』






“Krone des Gewinns 
or Tango des 
Lotterie-Agents” 
from opera 『Der 
Silbersee』
Georg Kaiser 独語 1933.2.18 オペラ 速度表示：Tango（二分音符＝56） 2/2
タンゴの基本リズム
（パターン 1 ）　95.3％









⑦ あんたを愛していないわ Je ne t'aime pas
Maurice 






























初めは 1 小節に 1 音であったグロッケンの嬰ハ・嬰へ音は次第にその間隔を狭め、ついに81小































を持続したまま、 3 小節目には上声部の和音は B♭aug（変ロ・ニ・嬰へ）、 4 小節目では Bm























譜例 2  　『ハッピー・エンド』“船乗りのタンゴ”冒頭部：オスティナート化された低音部と和音の半音
階進行
E7 A を予測させる旋律  
実際にはF#m7 
























譜例 4 　『銀の湖』“富くじの胴元の歌”G の代用としての Gm
F#dim7 Ddim7 E♭dim/F 
G7 
Fm 
Dm7 F A♭ 
抑圧されたリズム（オスティナート化）
ハバネラのリズムの復活





















Gdim-C7 を経てFの響きが22小節目で現れるも、 3 拍目には再び Dm に戻ってしまう。この
ような形でニ短調が優位なコード進行を続けたまま、 1 番はニ短調の属和音である A7 という









F への転調を予測させるコード進行  





第 3 音が欠如していることである。たとえば、 3 小節目の構成音は変ニ・変イ・変ハである。




譜例 8  “もうあとどれだけ？”冒頭部　
・終曲部の急激な転調























　 1 曲目の“水の精の踊り”は、 1 人の女性デヤニラが 3 人の男性からの求愛に疲れ、湖に身
を投げた後に歌われる。オペラのクライマックスはすでに過ぎ、モノローグ的な扱いのこの曲






























Ich darf nicht fragen,
Denn du hast mir gesagt: "Frage nicht!"
Aber kaum höre ich deinen Wagen.
Denke ich: Sagen, oder nicht sagen?
Er hat alles auf dem Gesicht.
Glaubst du denn daß nur der Mund spricht?
Augen sind wie Fensterglas.
Durch alle Fenster sieht man immer,
Schließt du die Augen ist es schlimmer.
Meine Augen hören etwas,
Etwas anderes meine Ohren.
Für Schmerzen bin ich denn geboren.
Laß mein Gesicht am Fenster, laß;
Die Sonne darf jetzt nicht mehr scheinen!
"Es regnet," sagt das Fensterglas.
Es sagt nur was es denkt!





















Je ne t'aime pas
Retire ta main, je ne t'aime pas,
Car tu l'as voulu, tu n'es qu'un ami.
Pour d'autres sont faits le creux de tes bras
Et ton cher baiser, ta tête endormie.
Ne me parle pas, lorsque c'est le soir,
Trop intimement, à voix basse mêm',
Ne me donne pas surtout ton mouchoir:
Il renferme trop le parfum que j'aim'.
Dis-moi tes amours, 
je ne t'aime pas,
Quelle heure te fut la plus enivrant'.


























　そして、最後のタンゴ作品“もうあとどれだけ？”も「Es war eine Nacht, da hab ich mich 









Wie lange noch? 
Ich willʼs dir gestehn, es war eine Nacht,
Da hab ich mich willig dir hingegeben,
Du hast mich gehabt mich von Sinnen gebracht,
Ich glaubte, ich könnte nicht ohne dich leben.
Du hast mir das Blaue vom Himmel versprochen
Und ich habe dich wieʼnen Vater gepflegt.
Du hast mich gemartert, hast mich zerbrochen.
Ich hätt dir die Erde zu Füssen gelegt.
Sieh mich doch an! Sieh mich doch an!
Wann kommt der Tag an dem ich dir sage: 
es ist vorbeit!
Wann kommt der Tag, ach der Tag nach dem 
ich bange?












































であると歌う。しかし、早くも 3 節目には「Mais c'est un rêve, une folie（だが、それはひとつ
の夢、ひとつの幻想）」と自らの言葉を否定する。そして、続く 2 番では冒頭から「Et la vie 
nous entraîne Lassante, quotidienne（毎日、人生は私たちをうんざりさせる）」と「現在のつらさ」
を嘆く。そして、夢の島“ユーカリ”が再び歌われるが、それはもはや「初めから存在しない
もの」として位置づけられている。
　「人生観」をテーマとした 3 曲は同じ「厳しい現実」から出発するが、前の 2 曲で男たちが












































“ユーカリ・タンゴ”、“もうあとどれだけ？”の 5 曲は同じ旋律を 1 番・ 2 番（“船乗り～”は
3 番まで）と繰り返して歌う、いわゆる有節歌曲の形で書かれている。この“あんたを～”と
“もうあと～”の 2 曲については、 1 番 2 番の感情に大きな変化はないが、あとの 3 曲は様子
が異なる。たとえば“ヒモの～”は 1 番が過去を懐かしむ男（メッキース）、 2 番はそれに呼応
して過去のひどい仕打ちを歌う女（ジェニー）の歌で、本来ならば旋律や和声に変化が起こって





























ける形で進行する。そして「Schließt du die Augen ist es schlimmer. Meine Augen hören 
etwas, Etwas anderes meine Ohren. Für Schmerzen bin ich denn geboren. Laß mein Gesicht 








　“雨ぞ降る”の G7 は「Die Sonne darf jetzt nicht mehr scheinen!（太陽は今やもう輝かなくて
いい！）」という言葉の先駆けに出てくる。“ユーカリ～”のヘ長調への転調は、前述の「Mais 
























































































（ 9 ）　『京都橘大学研究紀要』第41号　p.67～84，2015年 2 月27日発行
（10） ミュージカル『ジョニー・ジョンソン』 1 幕、自由の女神によって歌われる、ただのシンボルでし
かない自分の名のもとに多くの若者が死んでいくことに対する皮肉的なナンバーのリフレイン部分に
“ユーカリ・タンゴ”のメロディがそのまま用いられている。
（11） 『京都橘大学研究紀要』第41号　p.67～84，2015年 2 月27日発行
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